
施策－基本事業管理シート（大船渡市）

施策３ 交流基盤の充実 作成日：　平成22年6月30日 主管課名：　商工観光部商工観光物産課

№ 施策名称 主管課 施策の対象
施策の

対象指標
施策の意図 施策の成果指標

実績値
（H18）

実績値
（H19）

実績値
（H20）

実績値
（H21）

単位
目標値
（H21)

目標値
（Ｈ22）

取得方法
指標取得
主管課・係

算定式・取得先等 施策の２１年度目標達成度とその要因
施策の総評価

（１８年度から２１年度までの達成状況）

成　851 成　843

目　877 目　873

成　930 成　910

目　980 目　970

施策の振り返り（施策の２１年度方針の達成状況）

目　212 目　211

成　28.0 成　29.0

目　32.0 目　34.0

№ 基本事業名称 主管課 基本事業の対象
基本事業の
対象指標

基本事業の意図
基本事業の成果

指標
実績値
（H18）

実績値
（H19）

実績値
（H20）

実績値
（H21）

単位 取得方法
指標取得
主管課・係

算定式・取得先等 基本事業の成果水準とその背景
基本事業の成果実績に対してのこれまでの

主な取り組み（事務事業）の実績

①市内における三
陸縦貫自動車道
の整備状況

17.3 17.3 19.8 19.8 km 業務取得 建設課

国土交通省東北地方整備局
三陸国道事務所より把握

②主要都市への
移動時間

　大船渡市～仙台
市

　大船渡市～奥州
市水沢区

234
≪194≫

79

234
≪176≫

79

231
≪173≫

79

231
≪167≫

79

分 業務取得 建設課

・国土交通省東北地方整備局
(＊１)「’05-’06版道路時刻表」
から　　※Ｈ21は図上計算
（大船渡碁石海岸インター～仙
台市起点、大船渡市起点～奥
州市水沢区4号交点）
≪　≫は、宮城県内の縦貫道を
利用した場合。

①市内バス路線数 27 27 27 27 路線 業務取得
商工観光物
産課

・岩手県交通公表（系統）数値
⇒14路線27系統（H20.5.27現
在）

②高速バス便数 10 10 10 10 便 業務取得
商工観光物
産課

・２路線（仙台往復４便、池袋
往復１便)

③ＪＲ大船渡線利
用者数

71 69 68 65 万人 業務取得
商工観光物
産課

・JR盛岡支社公表数値
大船渡線乗車人員（一ノ関～
盛間）

④三陸鉄道利用
者数

19.1 19.1 17.3 16.6 万人 業務取得
商工観光物
産課

・三陸鉄道株式会社公表数
値
南リアス線乗車人員（市内各
駅乗降客合計数）

※例年5月末に開催される株
主総会以降に把握可能

3
情報通信ネット
ワークの活用促
進

企画調整課

①市民

②テレビ・携帯
電話・インター
ネットなどの通
信

①人口
②テレビ難視
聴地区数
③携帯電話不
感地区数
④情報ネット
ワーク利用者
数

①快適に情報を
取得できる

①家庭でインター
ネットを利用できる
と答えた市民の割
合

24.5 27.8 27.3 32.5 ％
市民アン
ケート

企画調整課

・H20市民意識調査
（問３）あなたは、ご自宅でイ
ンターネットを使えますか？
→使える　27.3％

①家庭でインターネットを利用できると答えた市民の割合については、18年度で24.5％、19
年度で27.8％、20年度で27.3％、21年度32.5％と増加傾向である。

・テレビ難視聴地域については、現在43組合あり、重要度・緊急度に応じて、県補助などを
活用して対応してきた。
・携帯電話の通話エリアは市域の99.8％を占めている。

主な事務事業は以下のとおり
・テレビ・ラジオ等普及促進事業
・テレビ難視聴地域解消事業
⇒市内全域における地上デジタル放送の受信強度調査を実施
した。

参考事業として以下の事業を実施している。
・ブロードバンド整備事業
⇒平成21年度から22年度にかけて、越喜来地区、吉浜地区の
光回線の整備している。

②ＪＲ大船渡線利
用者数

③三陸鉄道利用
者数

④家庭でインター
ネットが使えると
答えた市民の割
合

・H21市民意識調査
（問３）あなたは、ご自宅でイ
ンターネットを使えますか？
→使える 32.5 ％

企画調整課
市民アン
ケート

％

千人

・三陸鉄道株式会社公表数
値
南リアス線乗車人員（市内
各駅乗降客合計数）

商工観光物
産課

業務取得千人

成　207 成　205

721 633

交流基盤の充実3

①バス利用者数、②JR大船渡線利用者数、③三陸鉄道利用者
数の成果指標はいずれも歯止めがかからず、減少傾向となっ
ているが、継続運行のための支援等を行い、バス路線、鉄道路
線とも維持され利便性は確保されている。
　公共交通対策は、高齢者等の交通弱者を守るという観点など
から進めれているが、年々公共交通機関の利用者が減る一方
で、乗車人員調査やルートの変更などの利用者増加に向けた
調査や対策を事業者が行っているが、利用者の増加に結びつ
いていないのが現状である。

②家庭でインターネットを利用できると答えた市民の割合につい
ては、年々と増加傾向にある。市としては、地域によってブロー
ドバンドの利用環境の格差解消のため、H21年度から越喜来地
区、吉浜地区のブロードバンド整備を進めている。

・市内外、県外への移動手段は自家用車が中心となっている
が、三陸縦貫自動車道や国道397号、国道107号の整備が進
み、近隣都市への移動時間の短縮が図られている。
・三陸縦貫自動車道については、仙台－宮古間約220kmのう
ち、21年度末現在、供用区間104.7kmで46.7％となっている。市
内区間である大船渡三陸道路17.3kmは、平成17年3月に全線
開通した。また、平成21年3月には、高田道路の先行整備区間
3.4ｋｍが開通した。吉浜道路は吉浜高架橋の下部工工事が進
められている。
・国道397号については、大船渡港港湾関連道路と位置づけら
れ、大船渡市－奥州市水沢区間を60分で結ぶ計画となってお
り、小股－下大股間（L=1,720m）が平成16年度に完了した。現
在、高屋敷工区1,500m（L=3,000mの内、1工区の1,500mは19年
度に供用開始済み）、津付道路工区(L=2,700m)、子飼沢工区
(2,300m)の整備が進められている。
・テレビ難視聴地域については、現在、共同受信組合が43組合
あり、緊急度、優先度に応じて、老朽化施設の更新に対し支援
してきた。平成23年には現在のアナログ放送が終了し、デジタ
ル放送に移行することから、21年度からデジタル放送に対応す
るための改修事業に対する支援を行っている。
・携帯電話の通話エリアは市域の99.8％を占めている。

※公共交通の利用者は減少傾向にあるが、鉄道事業者、バス
事業者、行政が一体となり事業を展開しているが、今後も緊密
な連携をとる必要がある。

①利便性が高ま
る

①人口（17年
３月末住民基
本台帳人口＋
外国人登録人
口）

②バス・鉄道
利用者数

①市民

②公共交通機
関

③テレビ・携帯
電話・インター
ネットなどの通
信

商工観光物
産課

①バス利用者数 千人
・岩手県交通公表数値
大船渡営業所管内利用者数

1
幹線道路網の整
備

建設課

①市民

②市外からの
来訪者

③幹線道路

2
公共交通機関の
利便性維持と利
用促進

商工観光物
産課

①市民

②公共交通機
関利用者

③関係機関

主な事務事業は以下のとおり
・ＪＲ大船渡駅乗車券類簡易委託発売事業
・路線廃止代替バス運行支援事業
⇒岩手県交通において廃止した路線に代替バス等の運行を支
援する（4路線）
・広域生活バス路線維持支援事業（2路線）
⇒複数の市町村を結ぶ路線（細浦線、通岡線）
・岩手県三陸鉄道強化促進協議会参画事業
⇒負担金の支出
・三陸鉄道支援事業
⇒補助金の支出（三陸鉄道鉄道軌道近代化設備整備補助金、
三陸鉄道資産対策費補助金、三陸鉄道運営費補助金）
・三陸鉄道利用促進事業
⇒仙台～八戸間直通列車リアスシーライナーの運行などの利
用促進イベントの開催など

①市内バス路線については、21年度で27路線となっており、変化はない。
⇒バスについては、通勤、通院及び通学等、生活交通路線での利用者への運行確保が必
要であり、継続運行のための支援を継続している。
②高速バス便数については、21年度で10便となっており、変化はない。
③ＪＲ大船渡線利用者数については、17年度100万人、18年度95万人、19年度92万人、20
年度91万人、21年度65万人と減少してきている。
⇒沿線人口の減少に加え、仙台への高速バス運行、気仙沼・一関間のバス運行等の影響
もあり利用者の減少が続いている。
④三陸鉄道利用者数については、17、18、19年度とも19万１千人、20年度は173千人、21年
度166千人と減少している。長期スパンでは利用者減少の歯止めがかからず、会社の経営
状況も21年度で８年連続経常損失１億円を超えたが、県、沿線市町村とともに集客キャン
ペーン等観光客等の利用拡大に努めた他、会社への支援を継続実施した。

※公共交通機関への利用者増加対策は決め手がなく、各種負担は長期スパンでは増加傾
向が続いている。

主な事務事業は以下のとおり
・高規格幹線道路整備促進期成同盟会ほか負担金支出事務
・大船渡市小石浜トンネル整備促進期成同盟会運営事業
・三陸縦貫自動車道整備事業に関する事務

①市内における三陸縦貫自動車道の整備延長は、Ｈ16は8.7ｋｍで、Ｈ17以降は17.3ｋｍ、
H20は高田道路の先行整備区間3.4ｋｍ（うち大船渡市区間2.5ｋｍ）開通により、19.8ｋｍと
なっている。
②主要都市への移動時間について、「大船渡市～仙台市」間は、H19まで234分、H20は231
分である。ただし、宮城県内の縦貫道を利用した場合、Ｈ17～18は194分、Ｈ19は176分、Ｈ
20は173分、Ｈ21は167分となっている。「大船渡市～奥州市水沢区」間は、H17から79分と
変わっていない。

⇒三陸縦貫自動車道については、仙台－宮古間約220kmを結ぶ、三陸沿岸の大動脈とな
る重要な路線であり、21年度末現在、供用区間104.7kmで46.7％となっている。市内区間で
ある大船渡三陸道路17.3kmは、平成17年3月に全線開通した。また、平成21年3月には、高
田道路の先行整備区間3.4ｋｍが開通した。
⇒国道397号については、大船渡港港湾関連道路と位置づけられ、大船渡市－奥州市水
沢区間を60分で結ぶ計画となっており、小股－下大股間（L=1,720m）が平成16年度に完了
した。現在、高屋敷工区1,500m（L=3,000mの内、1工区の1,500mは19年度に供用開始済
み）、津付道路工区(L=2,700m)、子飼沢工区(2,300m)の整備が進められている。

710

191

24.5

①人口
①公共交通機関
を快適に利用で
きる

①人口

②交流人口

③国道延長

④県道延長

①迅速に、快適
に、安全に移動で
きる

21年度予算編成方針では、「予算の水準を抑制しながら施策成果の維持・向上を図る施
策」に位置づけられているが、三陸鉄道支援事業等の事業費増額により施策コストは増加
している。

・公共交通対策は、高齢者等の交通弱者を守るという観点などから進めれているが、年々
公共交通機関の利用者が減る一方で、乗車人員調査やルートの変更などの利用者増加に
向けた調査や対策を事業者が行っているが、利用者の増加に結びついていないのが現状
である。

①バス利用者数については、21年度目標値887千人に対して、実績は532千人であり目標
の達成ができなかった。
⇒バス利用客は減少傾向にあるが、通勤、通院及び通学等、生活交通路線での利用者へ
の運行の確保が必要であり、継続運行のための支援を継続している。

②ＪＲ大船渡線利用者数については、21年度65万人と減少してきている。
⇒ＪＲ大船渡線については、沿線人口の減少に加え、仙台への高速バス運行、気仙沼・一
関間のバス運行等の影響もあり利用者の減少が続いている。

③三陸鉄道利用者数については、21年度166千人と減少している。
⇒三陸鉄道については、長期スパンでは利用者減少の歯止めがかからず、会社の経営状
況も21年度で８年連続経常損失１億円を超えたが、県、沿線市町村とともに集客キャンペー
ン等観光客等の利用拡大に努めたほか、会社への支援を継続して実施した。
・公共交通機関への利用者増加対策は決め手がなく、各種負担は長期スパンでは増加傾
向が続いている。

④家庭でインターネットを利用できると答えた市民の割合については、21年度32.5％と増加
傾向にある。

・テレビ難視聴地域については、現在43組合あり、重要度・緊急度に応じて、県補助などを
活用して対応してきた。
・携帯電話の通信エリアは市域の99.8％を占めている。

692

191

27.8

・JR盛岡支社公表数値
大船渡線乗車人員（一ノ関
～盛間）

商工観光物
産課

業務取得

商工観光物
産課

業務取得

32.5

532

649

166

612

678

173

27.3

施策・基本事業　【3】


